
食道癌

レジメン番号 レジメン名称 薬品名 投与スケジュール 1コースの期間 制吐療法・前投薬 催吐リスク

シスプラチン 80 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

シスプラチン 80 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

シスプラチン 70 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 700 mg/㎡ d1-4

シスプラチン 70 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 700 mg/㎡ d1-4

ネダプラチン 90 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

E-05 Triweekly DTX療法 ドセタキセル 70 mg/㎡ d1 21日間 デキサメタゾン注6.6mg 軽度

E-06 Weekly PTX療法 パクリタキセル 100 mg/㎡ d1,8,15,22,29,36 49日間
デキサメタゾン注6.6mg
ファモチジン注20mg
ジフェンヒドラミン塩酸塩錠50mg

軽度

ドセタキセル 70 mg/㎡ d1

シスプラチン 70 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 750 mg/㎡ d1-5

投与量

FP療法①（術前：80/800） 21日間 高度

中等度

高度

高度

高度

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-4）
オランザピン錠5mg（day1-4）

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-4）
オランザピン錠5mg（day1-4）

グラニセトロン注3mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）

E-04 28日間CDGP+5-FU療法

DCF療法（術前）E-07 21日間

E-01

E-02
FP-radiation療法
（60Gy-70/700）

FP-radiation療法
（50.4Gy-70/700）

28日間FP療法②（術後：80/800）

28日間

28日間E-03

高度

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）
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ドセタキセル 30 mg/㎡ d1,15

シスプラチン 80 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

Nivolumab単独療法① ニボルマブ 240 mg/body d1 14日間 - 最小度

Nivolumab単独療法② ニボルマブ 480 mg/body d1 28日間 - 最小度

シスプラチン 75 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 1000 mg/㎡ d1-4

レボホリナート　 200 mg/㎡ d1

オキサリプラチン 85 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 400 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 2400 mg/㎡ d1(46時間）

ペムブロリズマブ 200 mg/body d1

シスプラチン 80 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

ペムブロリズマブ 200 mg/body d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

E-10
FP-radiation療法
(50.4Gy-75/1000)

28日間

DCF療法（30-80-800） 28日間E-08

E-09

21日間 高度

Pembrolizumab+FP療法
（7コース以降）

21日間 軽度

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）

高度

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）
デキサメタゾン注6.6mg（day15）

デキサメタゾン注6.6mg（d1-5）

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-4）
オランザピン錠5mg（day1-4）

パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注9.9mg

高度

E-11 FOLFOX療法 14日間 中等度

E-12

Pembrolizumab+FP療法
（1-6コース）
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ニボルマブ 240 mg/body d1,15 最小度

シスプラチン 80 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

ニボルマブ 480 mg/body d1

シスプラチン 80 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

ニボルマブ 240 mg/body d1,15,29

イピリムマブ 1 mg/kg d1

ニボルマブ 360 mg/body d1,22

イピリムマブ 1 mg/kg d1

レボホリナート　 200 mg/㎡ d1

オキサリプラチン 85 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 400 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 1600 mg/㎡ d1(46時間）

チスレリズマブ 200 mg/body d1

シスプラチン 80 mg/㎡ d1

フルオロウラシル 800 mg/㎡ d1-5

E-16 Tislelizumab+FP療法 21日間

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）

高度

Nivolumab+Ipilimumab療法①

Nivolumab+Ipilimumab療法②

E-14

42日間

42日間

28日間

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）

中等度

ホスネツピタント注235mg（day1）
パロノセトロン注0.75mg（day1）
デキサメタゾン注9.9mg（day1）
デキサメタゾン注6.6mg（day2-5）
オランザピン錠5mg（day1-4）

高度

最小度

最小度-

-

E-15 FOLFOX+RT療法 14日間
パロノセトロン注0.75mg
デキサメタゾン注9.9mg

Nivolumab+FP療法①

高度

E-13

Nivolumab+FP療法②

28日間
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